
２　法定検査時の槽内状況と設定状況および概要図

① １次処理流出水透視度が５度に低下している。
② １次処理の機能低下により２次処理が白濁しＳＳが多い。
③ 処理水槽に堆積汚泥が多い（３７ｃｍ）。
④ お客様への聞き取りから拒食症の人がいる。

３　槽内写真

①

③ ④
②

④仕切り板　左：１室　右：２室

右：５分後に採泥１４％（３０分経過）

左：１分後に採泥２８％(３４分経過）
採泥後３０分経過、沈降性良い。

改善後　２次処理の状況
槽内水に透明感がある。
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事例５９　逆洗回数を減らした事による高負荷水質改善事例
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右：５分後に採泥１３％(３０分経過）

２次処理の状況
槽内水が白濁している。

左：１分後に採泥８７％（３４分経過）

①流入部におう吐物を確認。

②改善前の移送汚泥状況 ②改善後の移送汚泥状況

メーカーの基本設定

１日 １回 （１回 ５分）

③２室へ白い汚泥が流出。
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②移送汚泥の採泥箇所

採泥後３０分経過、沈降性悪い。

平成25年12月28日

ろ材 担体 ろ過担体



４　透視度低下の原因

① 流入負荷が高い。
② ２次処理が白濁し汚泥が多い。
③ 処理水槽に堆積汚泥が３７ｃｍあり、２次処理のＤＯが基準値１．０ｍｇ/Ｌより低い。

５　法定検査から保守点検への指示内容

④ ＳＶ計（メスシリンダー）を使用し汚泥移送開始１分後、５分後の状況を教えて下さい。

６　保守点検から法定検査への返信内容

　指示通り調整しました。
　手動逆洗１５分実施後、汚泥移送を行う。
　逆洗設定を１日２回５分から１日１回５分に変更する。
　移送汚泥の状況　１分後８９％　５分後１４％

　２次処理の白濁に変化がなく、手動逆洗２０分実施後、汚泥移送を行う。
　移送汚泥の状況　１分後７３％　５分後１８％

　手動逆洗２０分実施後、汚泥移送を行う。
　移送汚泥の状況　１分後４４％　５分後１５％
　１分後の沈降性が良くなり、逆洗時間を５分から３分に変更する。

　透視度が改善しました。
　移送汚泥の状況　１分後３０％　５分後１４％
　透視度が改善した為、逆洗を基本設定の１日１回５分に戻しました。
　次回１０月の保守点検まで様子を見ます。

７　保守点検から清掃への申し送り事項

① 循環水は停止しています（清掃後、流入負荷の高い１次処理の汚泥を２次処理に送らない）。
② 逆洗時間を５分から３分に変更して下さい（清掃後は、２次処理に汚泥が少ない）。

８　清掃時の留意点

① 清掃記録票から水質等、一年間の経過と申し送り事項の内容を踏まえ作業と調整を行う。
② １次処理１室のろ材は網様円筒状、２室はヘチマ様板状。
③ １次処理１室、２室のろ材の特徴を考慮し、強制撹拌作業より圧力水の洗浄が効果的である。
④ 流入負荷が高い施設では、２次処理の担体に汚泥が多く付着している。
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措置④　平成　２５年　９月　２４日　　（法定検査から　４７日後）放流水の水質

措置①　平成　２５年　８月　１２日　　（法定検査から　４日後）

措置③　平成　２５年　９月　９日　　（法定検査から　３２日後）
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② 担体に付着した生物膜を剥離させるため、移送を停止し手動逆洗を１０分以上実施後移送して下さい。
① 移送汚泥の密度が低く沈降性が悪いため、移送水量は変更せず逆洗回数を１回に変更して下さい。

③ 移送汚泥の沈降性が良くなれば、逆洗時間を１回５分から１回３分に変更して下さい。

12透視度（度）
措置②　平成　２５年　８月　２６日　　（法定検査から　１８日後）

効果的に汚泥を剥離させるため、手動逆洗は清掃前と水張り後に行う。
水張り後の手動逆洗は移送を止め行い、十分剥離させてから１次処理１室に戻す。
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